
 

 

 

 

 

 

                       

2学期が始まり、あっという間の１か月でした。猛暑とも呼べるくらいの残暑が続いたかと思う

と急にじめっとしたりひんやりしたりと、不安定なまま秋へと変化しています。体調管理には気を

付けて過ごしましょう。時には大人も子どもも「がんばらない。」と決めることも大事かなと思い

ます。１０月・１１月は学校行事もあるので、子どもたちの話を聞いて、通級でも活躍を応援して

いきたいと思います。                                            

 

 
 

１０月～１１月の予定 
１０月１３日（火） 後期指導開始 都難言協 研究会 

        １６日（金） 南浦小 運動会前日準備（午後一部指導なしまたは短縮） 

        １７日（土） 南浦小 スポーツフェスティバル 

        １９日（月） 南浦小 振替休業日 

２６日（月） 南浦小 就学時健診（午後一部指導なしまたは短縮） 

           

     １１月 ６日（金） 専門家診断（午後一部指導なし） 

        １０日（火） 都難言協 研究会 

        １１日（水） ことばのグループ学習（１５：００～１６：００） 

        １２日（木） 専門家診断（午後一部指導なし） 

        １８日（水） きこえのグループ（１４：１５～１５：１５） 

２１日（土） 南浦小 展覧会 

        ２４日（火） 南浦小 振替休業日 

 

              随時設定  きこえとことば初回相談日 

 

 

タブレット端末についての お願い 
 ・通級の学習でも、タブレット端末を使うことがありますので、担当者と確認してください。 

 ・『クラスルーム』機能を使って、通級日以外に、担当者から子どもたちに連絡することがあり

ます。基本的に ①必要最小限 ②１６：４５（緊急の場合は１９：００）までに ③土日

は発信しない のルールで、行っていきます。ご承知おきください。 

 ・子どもたちからの発信については、①～③のルールとともに、担当者からの投稿に返信する

よう※指導しています。ご家庭での見守りをお願いいたします。 

 ※クラスルームでは、子どもからの投稿は通知連絡がこないため。 

きこえとことば 
連雀学園三鷹市立南浦小学校 きこえとことばの教室 

          令和８年１０月１日 Ｎｏ．６  

研究会や相談日のために 

指導がなしになる場合は 

個別にお知らせします。 

 



９月２４日（木）から９月３０日（水）まで前期まとめの会を実施しました。 

今回は、夏休みの思い出や自分の好きなことをクイズ形式で紹介したり、得意なことを披露

したりする発表がありました。子どもたちの、緊張しながらも堂々と発表する姿がすてきでし

た。どの時間の発表も、他の子の発表に関心をもって聞いている姿があり、とても温かい発表

会でした。 

発表後には「おたまリレー」などで盛り上がりました。ペアやグループで学習している子ど

もたちもいますが、個別での勉強のみの子どもたちもいます。同じ時間に通っている仲間の様

子を知ることができ、お互いに少し心の距離が縮んだ様子でした。 

後期にもまとめの会があります。１年の学習のまとめ、そして進級・進学に向けての気持ち

を見つめ、発表する機会にしていきたいと思います。 

後期まとめの会日程：２月２４日（水）～３月２日（火）※時間は各通級時間内です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★お知らせ★ 

◎ことばのグループ学習(吃音)があります。 

日程：１１月１１日（水） 

時間：１５：００～１６：００ (１４：４５受付開始) 

 

◎きこえのグループ学習(難聴)があります。 

日程：１１月１８日（水） 

時間：１４：１５～１５：１５ （１４：００受付開始） 

＊詳細は配布済みの文書をご参照ください。 

９月１６日（水）に、牧野友香子先生を講師にお招きし、オンラインで保護者学習会を実施しま

した。難聴当事者である先生から、小・中・高校時代に感じた困難や葛藤をどのように乗り越えて

きたのか、また、大学時代に支援を求めることの大切さに気付いた経験などについてお話ししてい

ただきました。 

（参加された保護者の方の感想） 

・今回のお話を伺い、子どもの特性を理解するだけでなく、それを踏まえて周囲にどのような協力

をお願いし、どのような環境を作っていくのかまで考えることが大切なのだと改めて感じまし

た。 

・話し言葉のアウトプットが少ないことに悩んでいたので、まずは私自身がたくさん話しかけ、子

どもが自然とアウトプットできるような環境を作ってあげることが大切なんだなと改めて感じま

した。 

 

デフサポ代表 牧野 友香子先生 講演会 

『子どものことばを育てるためにできること 

～難聴当事者の体験をもとに～』 

前期 まとめの会 


